
21 
 

厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業） 

「歯科介入型の新たな口腔管理法の開発及び介入効果の検証等に関する研究(24120701)」について 

分担研究報告書 

 

周術期等の口腔内管理の開発及び介入効果の検証 

 

研究分担者 窪木 拓男 岡山大学歯学部長岡山大学大学院医歯薬学総合研究科教授 

研究協力者  曽我 賢彦 岡山大学病院准教授 

 

 

Ａ．研究目的 

 本分担研究者は岡山大学病院において周

術期管理チームの中心メンバーとして、医

師、看護師、薬剤師、理学療法士、臨床工

学士などと集学的アプローチを行っている。 

本分担研究の本年度の目的は、歯科介入

型の新たな口腔管理法の開発及び介入効果

の検証にあたり、１）消化器領域等の悪性

腫瘍の手術を対象とした周術期の口腔内管

理を予知性をもって効率的に進めるために、

これら手術対象疾患の患者の口腔内の実態

を明らかにし、２）食道がん患者の術後回

復と経口栄養摂取との関連について，症例

研究からその端緒を知ることとした。また、

３）得られた知見について、広く発信する

こととしたとした。 

 

 

研究要旨 

周術期等の口腔内管理の開発及び介入効果の検証を目的に研究を行った。具体的には、消化

器領域等の悪性腫瘍の手術を対象とした周術期の口腔内管理を予知性をもって効率的に進め

るために、これら手術対象疾患の患者の口腔内の実態を明らかにすることとした。本院周術期

管理センター受診食道癌患者を対象に、歯科疾患実態調査に準じて口腔内の実態を調査し、全

国調査と比較した。さらに、食道がん患者の術後回復と経口栄養摂取との関連について、症例

研究からその端緒を知ることを試みた。咬合支持を喪失していた食道がん術後患者に義歯等で

咬合機能を回復させ、経口栄養摂取を可能とさせた症例について、体重の変化を治療前後で比

較した。また、得られた知見について、広く発信することとした。昨年に引き続き、周術期管

理医療等における歯科介入のあり方を議論するシンポジウムを開催した。 

食道がん患者は全国調査結果と比較して、現在歯および処置歯が有意に少なく、喪失歯が有意

に多かった。食道がんの危険因子である飲酒・喫煙等の生活習慣は歯周病の危険因子でもあり、

危険因子を同一とすることが理由として考えられた。食道がん術後回復期で体重増加がみられ

なくなった時期に義歯が完成し、経口栄養摂取の促進が可能となった症例で、体重増加が咬合

回復と時期を同じくして起こった症例があった。咬合回復が術後回復の促進につながる可能性

を示唆した。開催したシンポジウムでは、全国の周術期口腔機能管理の実務者と情報発信する

とともに、周術期等の口腔内管理の開発及び介入を推進し、その効果の検証をさらに進めるた

めの議論を深めた。 



22 
 

Ｂ．研究方法 

１）消化器領域等の悪性腫瘍の手術を対象

とした周術期の口腔内管理を予知性をもっ

て効率的に進めるための、これら手術対象

疾患の患者の口腔内の実態調査 

 本院周術期管理センター受診食道がん患

者を対象に、歯科疾患実態調査に準じて口

腔内の実態を調査し、全国調査と比較した。

なお，実施に当たっては岡山大学大学院医

歯薬学総合研究科疫学倫理委員会の審査承

認を受けて行った。 

２）食道がん患者の術後回復と経口栄養摂

取との関連についての研究 

 咬合支持を喪失していた食道がん術後患

者に義歯等で咬合機能を回復させ、経口栄

養摂取を可能とさせた症例について、体重

の変化を治療前後で比較した。研究の実施

に当たっては患者からインフォームドコン

セントを得た上で行った。 

３）周術期管理医療等における歯科介入の

あり方の議論 

「第２回 周術期等高度医療を支える歯

科医療を具体的に考えるシンポジウム」と

題し、臨床エビデンスに基づく歯科介入型

の新たな口腔管理法の開発及び介入効果の

検証等について、平成 26 年１月 26 日（日）

に岡山市で企画した。 

 

 

Ｃ．研究結果 

１）消化器領域等の悪性腫瘍の手術を対象

とした周術期の口腔内管理を予知性をもっ

て効率的に進めるための、これら手術対象

疾患の患者の口腔内の実態調査 

食道がん患者は全国調査結果と比較して、

現在歯および処置歯が有意に少なく、喪失

歯が有意に多かった。 

２）食道がん患者の術後回復と経口栄養摂

取との関連についての研究 

食道がん術後回復期で体重増加がみられ

なくなった時期に義歯が完成し、経口栄養

摂取の促進が可能となった症例で、体重増

加が咬合回復と時期を同じくして起こった

症例があった。咬合回復が術後回復の促進

につながる可能性を示唆した。 

３）周術期管理医療等における歯科介入の

あり方の議論 

全国から聴講者を得て、周術期等の高度

医療を支える歯科医療のあり方について議

論した。また、この内容を広報するホーム

ページを開設した（http://hospitaldenti

stry.cc.okayama-u.ac.jp/2ndsympo/inde

x.html）。 

 

 

Ｄ．考察 

 周術期等の口腔内の管理において、食道

がん患者は全国調査結果と比較して、現在

歯および処置歯が有意に少なく、喪失歯が

有意に多かった。食道がんの危険因子であ

る飲酒・喫煙等の生活習慣は歯周病の危険

因子でもあり、危険因子を同一とすること

が理由として考えられた。手術対象疾患に

よって歯科治療の要求度が異なることが考

えられた。さらに、地域差も考慮に入れる

必要があり、都市圏の昭和大学と共同研究

を計画し、開始している。 

体重増加が咬合回復と時期を同じくして

起こった症例を経験し、歯科治療介入は手

術後回復の促進に寄与する可能性を示唆し

たが、まだ症例観察研究の域であり、その

評価にあたっては慎重である必要があり、

今後さらなる研究を要する。アイヒナーの

分類等を用いた咀嚼能力と術後回復（体重

増加など）について、より多くの患者を対

象とした研究を計画している。 



23 
 

昨年度に引き続き岡山で開催した周術期

管理医療等における歯科介入のあり方の議

論を目的としたシンポジウムは、全国から

参加者が集い活発なディスカッションが展

開された。このような科学研究費事業にふ

さわしいと思われ、引き続き来年度も開催

を計画する。 

 

 

Ｅ．結論 

 主に食道がん患者を対象として周術期等

の口腔内管理の開発及び介入効果の検証を

試みた。食道がん患者の口腔内環境は歯科

治療を要するケースが多く、また歯科治療

介入は手術後回復の促進に寄与する可能性

を示唆した。シンポジウムを開催し、全国

の周術期口腔機能管理の実務者と情報発信

するとともに、周術期等の口腔内管理の開

発及び介入を推進し、その効果の検証をさ

らに進めるための議論を深めた。 

 

 

Ｆ．健康危険情報 

分担研究であり該当する記載はない。 

 

 

Ｇ．研究発表 
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＜論文発表＞ 

1) 曽我賢彦：もし、周術期口腔機能管理の依

頼があったら？ 周術期医療に歯科の専

門性はどう役立つか？日本歯科評論，
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2) Soga Y, Maeda Y, Tanimoto M, Ebinuma 
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＜学会発表＞ 

1) 山中玲子，守屋佳恵，曽我賢彦，縄稚久美

子，佐藤健治，佐藤真千子，伊藤真理，足

羽孝子，森田 学，森田 潔：マウスプロテ

クターの形態を工夫し臼歯部の咬合を挙上

することによって舌のさらなる咬傷を防止

した一症例.第40回日本集中治療医学会学

術集会，2013年２月28日，松本 

2) 曽我賢彦：周術期の口腔機能管理 周術期の

口腔機能管理の意義と実際（シンポジウム）.

第24回日本老年歯科医学会総会・学術大会，

2013年６月６日，大阪 

3) 佐藤公麿，河村麻里，吉原千暁，峯柴淳二，

山本直史，高柴正悟，曽我賢彦：生体腎移

植患者の周術期口腔感染管理を病病連携に

て行った1例.第38回尾三因医学会，2013年

６月24日，尾道 

4) 山中玲子，曽我賢彦，吉冨愛子，白井 肇，

鈴木康司，河野隆幸，鳥井康弘，森田 学：

周術期管理チーム医療研修が研修歯科医に

与えた影響.第32回日本歯科医学教育学会

総会・学術大会，2013年７月13日，札幌 

5) 杉浦裕子，曽我賢彦，高坂由紀奈，志茂加

代子， 三浦留美，西本仁美，西森久和，田

端雅弘：某大学病院の外来通院がん治療患

者における口腔管理の実態と今後の課題に
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ついて.日本歯科衛生学会第８回学術大会，

2013年９月15日，神戸  

6) 山中玲子，曽我賢彦，前田直見，大原利章，

田辺俊介，野間和広，白川靖博，森田 学，

佐藤健治，森松博史，藤原俊義：食道癌患

者のより良い周術期医療のために歯科はど

のような貢献ができるのか？～周術期管理

センター（PERIO）歯科部門の取り組み～：

第75回日本臨床外科学会総会，2013年11月

21日，名古屋 

7) 曽我賢彦.医療連係の場を利用した医療人

育成を目的とする歯学教育の推進：第２回 

周術期等の高度医療を支える歯科医療を具

体的に考えるシンポジウム，2014年１月16

日，岡山 

 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状 

（予定を含む。） 

 該当なし。 

 


